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１ 「学校評価結果」について 

（１）「重点目標」について 

  〇重点目標１に関して、１年生の５０％が「そう思う」と回答したのに対し、２年生と３年 

   生では７０％後半に回答者数が上昇している。１年生における指導の効果が２・３年にお 

   いて表れてパーセンテージが上がっていると考えられる。 

  〇重点目標３に関して全学年で高いパーセンテージで、特に２年生では９４％に及んでおり、 

    

各生徒が真剣に将来を考えて努力している姿がうかがわれる。 

  ・重点目標２では、全体の４０％の生徒が「思わない」と答えている。自分の力を発揮し、 

   学校へ行きたいと思える生徒を増やすためには、勉学・課外活動に関して学校生活の目標 

   を各自に持たせることが重要ではないか。 

  ・生徒と教職員、保護者で、同じ質問内容でしょうか？ 

  ・回収率や回答数も示さなくてもよいのでしょうか？ 

  ・〈そう思う／そう思わない〉または、〈思う／思わない〉と、統一的な表記にしなくてよい 

   ですか？ 

  〇良好なアンケート結果だと思います。ご努力の賜物だと思います。 

（２）「人権教育」について 

  〇人間関係にとても敏感な生徒が多い学校の特性の中でありながら、人権教育に関して高い 

   評価が得られている。この理由としては、生徒教職員のコミュニケーションがきめ細やか 

   で質が高いと推察される。 

  ・質問事項の１と３に「いじめ」という同じ語が入っています。良いでしょうか？ 

  〇こちらの結果を素晴らしい内容だと思います。昨年は駅で見受けられた生徒同士のトラブ 

   ルも、今年度は全くありませんでした。 

（３）「学習」について 

  〇授業に関しては、生徒の集中力、先生方の教え方、生徒の質問と良い評価が得られている。 

実際は言葉を変えてありますが、今後、結果のまとめの標記にも留意します。また、回収率、

回答数も明記し、統一的な表記も検討します。 

「生活の目標をもたせる」ことは、とても大切なことだと考えています。そのためにも、自分

の可能性に気づかせ、自分に自信が持てる教育を推進します。 

「いじめのない」という形で使っているので、問題はないと考えます。 



  ・一方で、家庭学習を毎日行っている生徒が全体で２４％と低い。重点目標２の結果をと、 

   やはり、学校生活の目標をもたせて何らかの学習に取り組ませる方策があるとよい。すで 

   に学校として取り組んでいることがあるが、たとえば、各種検定・資格試験は生徒にとっ 

   て到達目標がわかりやすいし、合格した時には達成感があるので、積極的に受験を勧める 

   ことも良いのではないだろうか。 

  ・２の質問事項は、教職員が回答するというのは、良いのでしょうか？ 

  ・５の質問の「よくわからない教科がある」の問いに２学年が多いのは、原因（要因）とし 

   てどのようなことが考えられそうですか？ 

  〇生徒さん個々の、それぞれの目的に応じた取り組みでよいのではないかと思います。 

  〇駅へ花を置いていただき、また、水やりにも通っていただき、ありがとうございます。 

（４）「学校生活」について 

  〇多くの生徒たちは、楽しく生き生きと学校生活を送っていることが数値として表れている。 

   特に「楽しい学校生活が送れている」の質問に対して、学年が上がるにつれてパーセンテ 

   ージが上がっている。中学校時代には楽しい学校生活が送ることができなかったと思われ 

   る生徒たちが、安心して学校に通え、楽しく活動できる環境が整えられていると推察する。 

  〇最後の質問の「学校の話や相談をよくしてくれる」においはて、７５％もの保護者がそう 

   思うと回答しており、思春期の年代であることを考えると高い数値ではないかと思う。や 

   はり、家庭でのコミュニケーションを引き続き円滑の進む教に働きかけていくことが大切 

   だと思う。 

  ・〈重点目標１〉（の回答）と〈学校生活８〉（の回答）は関係が深いと思いますが、このまま 

   でよいのでしょうか？ 

  ・挨拶への評価点が低いですが、（特に年配の）駅員のあいさつが徹底できず、恐縮しており 

   ますが、そんな影響もどこかにあるのかもしれません。時代の流れかもしれませんが、駅 

   員の挨拶への「返し」は、どこの駅でも少なくなっています。 

大学進学を希望する生徒が増加していますが、その対応として、進学に焦点を合わせた課外学

習時間等の対策をとっていますが、目的を持った主体的な家庭学習についても今後検討します。 

教師には、自分の授業の在り方について問う形にしてありますので問題ないと思いますが、結

果の表記については今後検討します。 

２学年の受けている授業に、分かりやすいものと、分かりにくいものがあるということで、生

徒にとって厳しい評価の授業があるという認識です。指導に生かしてまいります。 

この（自分に自信がもてていない）点が、本校に入学してくる生徒の特色のひとつで、一年の

数値が一番悪いという点に、その特色が表れていると考えます。つまり、この数値を改善して

いくのが本稿教育の大切な使命のひとつです。今後とも、この数値の変化に注目し、教育活動

をしてまいります。 

この点については、大きな課題だと考えています。マナーの授業で《あいさつの意味を実感と

して理解する》、《教師がすべての生徒に必ず挨拶する》という重点活動でこの問題を改善して

いきたいと考えています。 



２ その他（上記以外で本校についてお気づきの点を自由にお書きください） 

 〇委員として、貴校の会議に参加する機会をいただきましたが、教員同士が互いに認め合っ 

  てコミュニケーションを取り合い教育に当たっている雰囲気がを感じました。個々の生を 

  とじっくりと見つめながら、生徒の特性に合わせた指導がなされていると感じます。いわ 

  ゆる「生きる力」が生徒の身についているように思います。また、校舎の改修も進められ 

  ており、さらに良い学校環境を整えようとされております。今後の更なる発展をお祈りし 

  ています。 

 〇感染症対策をしながらの令和２年度で、さぞ、大変だったこととお察し申し上げます。ア 

  ンケートは実施に非常に大きな労力が必要ですので、具体的な次年度の取り組みに結果を 

  いただけるとうれしいです。 

  


